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安全衛生リスク低減策の優先順位

1. 根本的対策・本質的対策
危険性・有害性の低い物に変更

2. 工学的対策
工程の完全自動化、安全装置の設置

3. 管理的対策
作業標準書や構内ルールの策定

4. 保護具の使用
１～３の対策の補助的対策である
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
安全衛生対策には
根本的対策、工学的対策、管理的対策、そして最後に保護具による対策の4種類があります。
効果が最も高いのはやはり根本的対策であり、最も小さいのは姑息的対策である保護具による対策です。
安全第一の観点から見れば、根本的対策や工学的対策が最優先されるべきですが、
多くの場合に根本的対策や工学的対策は高額な資金が必要となり、容易には対策できません。

そのため多くの作業現場では次善の策として管理的対策や保護具による対策が実施されます。
命を守るためには、次善の策であり、十分な対策では無い事を認識した上で保護具を適切に使用することが大切です。



症状別配慮集 安全対策編
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重筋作業 化学物質 病原体感染
のある作業 一人作業 高所作業

危険な機械操作
・自動車運転
・顧客への危険

本質的対策 重筋作業を行わない化学物質作業を行わ
ない

病原体感染作業を行
わない 一人作業を行わない高所作業を行わない危険作業を行わない

工学的対策
治具（補助具）を利
用する

排気装置などで管理
区分１とする 密閉化作業を行う （作業の自動化） （作業の自動化） 安全装置をつける

管理的対策

作業時間・回数を制
限する

作業時間・回数を制
限する

作業時間・回数を制
限する

作業時間・回数を制
限する

立位時間・回数を制
限する

作業時間・回数を制
限する

可能な限り曝露量を
低減する 複数人で作業を行う

保護具

腰痛ベルトを用いる防毒マスクを用いるウイルス対策のマス
クを用いる

倒れた時の警報を準
備 安全帯を着用する 緊急ブレーキをつけ

る
減災装置利用（エア
バッグなど）

（自己保健義務） 腰痛体操を行う
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このコンテンツは、厚生労働科学研究費補助金（労働安全衛生総合研究事業）
「医療機関における治療と仕事の両立支援の推進に資する研究（２０ＪＡ０６０１）」
研究代表者 産業医科大学 立石清一郎 により作成されました。
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